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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月26日(2016.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハイドロリック式の制御ユニットであって、調節可能なハイドロポンプ（２）が設けら
れており、該ハイドロポンプ（２）の圧送通路（４）を介して、少なくとも１つのハイド
ロリック式の消費器（６；２０６，３０６，４０６）に圧力媒体が供給可能であり、さら
に、ポンプレギュレータ（３２）が設けられており、該ポンプレギュレータ（３２）を介
して、ハイドロポンプ（２）の圧送圧と、１つまたはそれ以上のハイドロリック式の消費
器（６；２０６，３０６，４０６）の最高負荷圧とに関連して、ハイドロポンプ（２）の
調節装置（３６）の作動体積流量が調整可能であり、さらに、最高負荷圧に対する減圧装
置（５６）が設けられているハイドロリック式の制御ユニットにおいて、減圧装置（５６
）が、作動体積流量に関連して調節可能であることを特徴とする、ハイドロリック式の制
御ユニット。
【請求項２】
　ハイドロポンプ（２）の圧送体積を増加させるための作動体積流量が大きければ大きい
ほど、減圧がますます大きくなるように、減圧装置（５６）が調節可能である、請求項１
記載の制御ユニット。
【請求項３】
　ハイドロポンプ（２）の圧送体積を増加させるための作動体積流量がゼロである場合に
は、減圧がゼロであるように、減圧装置（５６）が調節可能である、請求項１または２記
載の制御ユニット。
【請求項４】
　減圧装置が、負荷圧ポートと低圧ポートとを備えた比例式方向制御弁（５６）を有して
おり、負荷圧ポートが、最高負荷圧で負荷がかけられる負荷報知管路（３０）に接続可能
であり、低圧ポートが、圧力媒体溜め（Ｔ）に接続可能である、請求項１から３までのい
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ずれか１項記載の制御ユニット。
【請求項５】
　さらに、流出管路（４０）が設けられており、該流出管路（４０）を介して、ポンプレ
ギュレータ（３２）の流出ポートが、圧力媒体溜め（Ｔ）に接続可能である、請求項４記
載の制御ユニット。
【請求項６】
　減圧装置の比例式方向制御弁（５６）が、絞り位置（５６ｂ）を有しており、該絞り位
置（５６ｂ）を介して、比例式方向制御弁（５６）の負荷圧ポートが、比例式方向制御弁
（５６）の低圧ポートに接続可能であり、比例式方向制御弁（５６）の弁体が、絞り位置
（５６ｂ）に流出管路（４０）の流出圧で押圧可能である、請求項４または５記載の制御
ユニット。
【請求項７】
　流出管路（４０）内に絞り装置（４２；２７４）が配置されており、減圧装置の比例式
方向制御弁（５６）の弁体が、絞り装置（４２；２７４）の上流側で流出管路（４０）に
接続された制御管路（６０）を介して、絞り位置（５６ｂ）に流出圧で押圧可能である、
請求項６記載の制御ユニット。
【請求項８】
　ポンプレギュレータが、比例式方向制御弁（３２）を有しており、該比例式方向制御弁
（３２）が、圧送ポートと、流出ポートと、作動ポートと、流入位置（３２ａ）と、流出
位置（３２ｂ）とを有しており、圧送ポートを介して、比例式方向制御弁（３２）が、圧
送通路（４）に接続可能であり、流出ポートを介して、比例式方向制御弁（３２）が、圧
力媒体溜め（Ｔ）に接続可能であり、作動ポートを介して、比例式方向制御弁（３２）が
、調節装置（３６）に接続可能であり、流入位置（３２ａ）を介して、圧送通路（４）が
、調節装置（３６）に接続可能であり、流出位置（３２ｂ）を介して、調節装置（３６）
が、圧力媒体溜め（Ｔ）に接続可能である、請求項５から７までのいずれか１項記載の制
御ユニット。
【請求項９】
　ポンプレギュレータの比例式方向制御弁（３２）の弁体（３３）が、流出位置（３２ｂ
）には、最高負荷圧と調整ばね（３２ｃ）のばね等量とで押圧可能であり、流入位置（３
２ａ）には、圧送圧で押圧可能である、請求項８記載の制御ユニット。
【請求項１０】
　制御管路（６０）内に絞り装置（１７０）が配置されているか、または制御管路（６０
）内に、絞り装置（１７０）と、該絞り装置（１７０）に対して並列に接続されて、流出
圧により開放する逆止弁（１７２）とが配置されている、請求項７から９までのいずれか
１項記載の制御ユニット。
【請求項１１】
　流出管路（４０）内に配置された絞り装置が、ばねに加えられた予荷重により設定され
た絞り切換位置（２７６）と、操作可能な通流切換位置（２７８）とを備えた方向制御弁
（２７４）である、請求項７から１０までのいずれか１項記載の制御ユニット。
【請求項１２】
　さらに、動的に操作可能なハイドロリック式の消費器（４０６）と、制御弁（４０８）
と、操作ユニット（４２０）とが設けられており、制御弁（４０８）を介して、ハイドロ
リック式の消費器（４０６）が、ハイドロポンプ（２）の圧送通路（４）に接続可能であ
り、操作ユニット（４２０）が、第１の作業位置（４０８ａ）の切換のために、制御弁（
４０８）に第１の制御圧管路（４２２）を介して接続されており、該第１の制御圧管路（
４２２）が、流出管路（４０）の絞り装置の方向制御弁（２７４）に接続されており、こ
れによって、該方向制御弁（２７４）の通流切換位置（２７８）が、第１の制御圧管路（
４２２）を介して切換可能である、請求項１１記載の制御ユニット。
【請求項１３】
　操作ユニット（４２０）が、第２の作業位置（４０８ｂ）の切換のために、制御弁（４
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０８）に第２の制御圧管路（４２４）を介して接続されており、該第２の制御圧管路（４
２４）が、流出管路（４０）の絞り装置の方向制御弁（２７４）に接続されており、これ
によって、該方向制御弁（２７４）の通流切換位置（２７８）が、第２の制御圧管路（４
２４）を介して切換可能である、請求項１２記載の制御ユニット。
【請求項１４】
　各ハイドロリック式の消費器に、ハイドロポンプの圧送通路内では、それぞれ１つの調
量絞りが対応配置されていて、該調量絞りの上流側では、それぞれ１つの個別圧力補償器
が対応配置されており、該個別圧力補償器に、その開放方向では、対応配置されたハイド
ロリック式の消費器の負荷圧で負荷がかけられていて、その閉鎖方向では、個別圧力補償
器と調量絞りとの間の圧力で負荷がかけられているか、または各ハイドロリック式の消費
器（６；２０６，３０６，４０６）に、ハイドロポンプ（２）の圧送通路（４）内では、
それぞれ１つの調量絞り（６６ａ，６６ｂ；２６６ａ，２６６ｂ，３６６ａ，３６６ｂ，
４６６ａ，４６６ｂ）が対応配置されていて、該調量絞り（６６ａ，６６ｂ；２６６ａ，
２６６ｂ，３６６ａ，３６６ｂ，４６６ａ，４６６ｂ）の下流側では、それぞれ１つの個
別圧力補償器（６２；２６２；３６２；４６２）が対応配置されており、該個別圧力補償
器（６２；２６２；３６２；４６２）に、その閉鎖方向では、１つまたはそれ以上のハイ
ドロリック式の消費器（６；２０６，３０６，４０６）の最高負荷圧で負荷がかけられて
いて、その開放方向では、調量絞り（６６ａ，６６ｂ；２６６ａ，２６６ｂ，３６６ａ，
３６６ｂ，４６６ａ，４６６ｂ）と個別圧力補償器（６２；２６２；３６２；４６２）と
の間の圧力で負荷がかけられている、請求項１から１３までのいずれか１項記載の制御ユ
ニット。
【請求項１５】
　調節可能なハイドロポンプ（２）の圧送圧と、１つまたは複数のハイドロリック式の消
費器（６；２０６，３０６，４０６）の最高負荷圧とに関連して、ハイドロポンプ（２）
の調節装置（３６）の作動体積流量を調整することができるポンプレギュレータ（３２）
と、最高負荷圧に対する減圧装置（５６）とを備えた請求項１から１４までのいずれか１
項記載の制御ユニット（１；１０１；２０１）に用いられるハイドロリック式の弁ブロッ
クにおいて、減圧装置（５６）が、作動体積流量に関連して調節可能であることを特徴と
する、ハイドロリック式の弁ブロック。
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